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産婦人科領域のトランスレーショナルリサーチの展開
―若手医師への研究のススメ―

ね ら い

　臨床の現場では，働き方改革のなかで「自己研鑽」の名のもとに，臨床医が行
う研究については逆風ともいえる状況に陥っています．しかし，臨床を専門とす
る産婦人科医師が，最先端の医療に直結する基礎と臨床をつなぐトランスレー
ショナルリサーチの現状を理解することは，患者へのよりよい医療提供やコミュ
ニケーションにもつながります．また自ら研究に着手している大学院生やポスト
ドクターの産婦人科医師，アカデミアに所属する医師が，産婦人科領域の新たな
研究を推進していくことは，産婦人科学の進歩に欠かせないことであると考えて
おります．
　特に昨今，若手医師にとっては，研究のハードルは高いと思われますが，本特
集で取り上げたような臨床に直結する研究情報に触れることで「自分もトランス
レーショナルリサーチに携わってみたい」という研究への関心が芽生えることを
願っています．また実際に研究に携わっている医師にとって，他分野の研究の展
開や新たな研究手法を知っていただくことは，自身の研究の発展のヒントになる
かもしれません．
　今回，日本を代表する産婦人科領域の physician‒scientistの皆様に，産婦人科
領域のトランスレーショナルリサーチ最前線のトピックスをご執筆いただきまし
た．婦人科腫瘍領域では，新規免疫治療法開発，ゲノム不安定性と婦人科がん，子
宮頸部胃型腺癌・子宮内膜癌・子宮筋腫の発生に関する分子メカニズムなどにつ
いて取り上げました．生殖内分泌領域では，初期胚発生と精子免疫と不妊症，出
生前診断について，最新の研究成果をお示しいただきました．そして，周産期領
域では，古くて新しい妊婦の深部血栓塞栓症，妊娠高血圧症群，頸管熟化，最先
端の周産期合併症発症病態の包括的分子レベルでの研究など，最新の知見につい
て概説いただきます．上記のような，トランスレーショナルリサーチが産婦人科
診療に入り込んでくるまでの時間は，極めて短縮傾向にあるように感じます．ま
た，大規模データベースを用いた分析やシングルセル解析など，いわゆるドライ
ラボ研究も今後さらなる発展が期待されています．
　本特集により，ベテラン医師には最新のトランスレーショナルリサーチの発展
にキャッチアップいただき，さらに若手産婦人科医師に，自分自身で社会実装に
結びつくような研究の世界に足を踏み入れてみたいとの希望をもっていただきた
いと思います．基礎研究も，臨床研究も，両者をつなぐトランスレーショナルリ
サーチも，苦労は多くとも「ワクワクドキドキ」を感じる瞬間が多々あることを
知っていただければ幸いです．
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